 ４ 月                                                  〔１学年〕
                           【ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ，入学式，始業式，担任との面談，など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校生活スタート／新しい環境への適応，中学生から高校生への転換

	
	○何もかもが新しいスタートになる。希望あふれる生徒たちの生活の場＝ﾎｰ
ﾑﾙｰﾑ，を活力があり安心感のある集団にする。
· 高校合格から中間テストまでが，生徒が向上心をあらわにし，学校の指導
を純粋に受け入れる希有な機会になる。この時期の，学校およびクラス担
任の感化力が非常に重要になる。
· クラス全体および一人ひとりの生徒理解は，できるだけ早期に（始業式か
ら２週間以内で概要把握が必要と言われる）行い，面談や声かけでのｺﾐﾆｭ
ｹｰｼｮﾝが必要である。
· 新しい学力観に基づく学習指導や，将来の進路を考えさせる指導が実施さ
れるなど，中学校での教育の変化が大きい。また，‘個性主義’が浸透し，
保護者も含め，行動ﾊﾟﾀｰﾝの変化，指向の多様化が進んでいる。そのため，
　教師のｶﾝと経験だけでは，生徒の把握が難しい時代が進んでいる。ｽﾀﾃﾞｨｰ
　ｻﾎﾟｰﾄなどの検査での，客観ﾃﾞｰﾀにもとづく指導が必要になってきている。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○「何でもできる」「何にでもなれる」ような気分になっている生徒には，
夢や憧れを高めるような指導が必要になる。入学早々から意欲が乏しく，
生き方が受け身な生徒は要注意。「自分が認められている」ことが意欲喚
起の契機になる。一人ひとりを重視する姿勢が，進路指導の基本になる。
· 進路選択は，一人ひとりの生き方の選択である。いくつかの選択肢から選
ばせるのが進路指導でなく，選択肢から選択する価値基準育成など，生き
方にかかわるのが進路指導の核になる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○中学生から高校生の学習習慣に転換させる。
→自宅学習時間を確保し，授業の予習・復習・定期テスト準備の学習習慣
  をつけさせる。そのため，意欲喚起のみではなく，予復習のしかた，ノ
  ートの取り方，辞書のひきかた，などの「やり方」指導が大切である。
→中学では塾依存度が高く，家庭での自学自習の習慣がついていない。そ
　のため，中学時の学習習慣を点検し，高校生の基本的な学習のしかたを
　学ばせる教材として，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄが使える。


	生徒の
内面の
うごき
（例）
	『何もかも新しい高校生活のスタート。何かみんな頭が良さそうだな。先生
の雰囲気も変わった。専門的っていうのか，なんだか高度。授業のｽﾋﾟｰﾄﾞ
が速くて待ってくれない。自宅学習のﾍﾟｰｽがつかめないし，何だか身が入
らない。部活選びも迷ってしまう。部活やって，勉強にもついていけるん
だろうか。』


 ５  月                                                  〔１学年〕
【遠足，学習合宿，ＰＴＡ総会，テスト後の面談，学年集会，高校総体の壮行会，など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊学校になじんでくる／高校生としての学習生活スタイルの点検

	
	· 学校生活になじみ始める。一方，部活で体力的についていけない，予習も
ままならない，など，生活リズムができにくい。
→ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ･ｳｨｰｸ前後の指導で，中間テストに向けた動機づけの指導を行う
→中間テスト後などの面談の機会を生かし，個別指導により個々の状況に
  即した処方箋を自分で見出させるように導く。
· なかには，不適応の生徒も出て来はじめる。
→不安を発するのを感受するアンテナ（検査，作文，出欠状況，学年団の
  ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝなど）の感度を高め，できるだけ初期のうちに対処する。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 文理選択オリエンテーションが行われる。
→入学時点で決めていても再度仕切り直させて，「なりたいこと」と「な
  れること」とのギャップや，なるためのアクションプランなど，より深
  く，より具体的に考えさせる（入学時に24-25%=1/4が決めている）。
→生涯を見通した進路選択（資格や職業→学問領域→学部・学科→文理選
  択）など，選択までの手順をきちんと教えたうえで，その手順を踏ませ
  て選択させる。その際，文理決定の２学期末までその選択のプロセスを
  各個人ごとに記録するのは，手順を踏ませる有効な方法である。
→文理選択は受験類型の選択でもあり，文理決定までの担任面談で学習の
  指針を立てさせ学習行動の動機づけにつなげることが肝心である。
  ＝「進路選択をすればよし」ではなく，「そのためにどうするか」まで
     リードし，学習行為につなげるのがクラス担任の重要なｽｷﾙである。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 最初の定期テストは，生徒にとって不安があり緊張感がある。
→何を，どのレベルまで，どのように準備すれば，高校の定期テストでど
  んな結果が出るのかを学ばせるテストでもあり，指導的な意義づけを明
  確にして作問することが非常に大切である。
＝「テストが学習動機」は現実。難易設定など各教科間のｺﾝｾﾝｻｽが必要。
· 定期テスト後の個別指導が有効である。４月に指導した「学習のしかた」
を，テスト結果をもとに個々の生徒に即して指導する。やり方がわかるこ
とで，「がんばれ！」の激励に応えることができるようになる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『まだ何だか浮かれている。高校でも友達ができた。中間テスト。中学と全
然違う。点をとらせる基礎問題がなくて，本当に身についているかどうか
を問う問題が多い。中学の時と同じやり方ではダメらしい。期末テストで
は，絶対に挽回しよう。』


 ６ 月                                                    〔１学年〕
                              【学年集会，進路講演会，体育祭，保護者会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校生活３か月目／解放感が広がる中で，悩みや不安が顕在化する生徒も

	
	· ６月は解放感のようなものが出てくる月。４～５月での集団の方向づけが
できているか否かで，集団の雰囲気が異なったものになる。
· 学習のつまずき，部活との両立，劣等感などの悩みが顕在化してくる。学
習以外の「生徒の良さ」を把握して，その良さに働きかけることがクラス
担任の重要なスキルである。
· 体育祭などの行事は集団活性化の要となる。学習は生活の一部であり，活
　気ある生活が学習の成果にもつながっていく。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 高校での成績状況が見えてくる時期と，合否分析による進学資料での指導
時期と重なる。将来を見通し，「なりたいこと」や「やりたいこと」を実
現するための進路選択であることをフォローしておかないと，現在の教科
の出来不出来での文理選択に走るおそれがある。
· 今の社会，これからの社会で求められることなど，朝のﾎｰﾑﾙｰﾑなどで担任
のことばで語ることも，重要な進路指導になる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 中間テストの反省をし，自分なりの学習スタイルを築く６月となる。
→「授業を聞くだけで自宅学習しない」中学と，「予習をし，ノートを活
  用して復習する，演習することで理解し定着できる」高校との違いを知
  ったうえでの実践を試みつつ，学習習慣を身につけるようリードする。
→自分なりの学習法を身につけるためには，４～５月でのｵｰｿﾄﾞｯｸｽな学習
  のしかた指導がなされていることが前提になる。
· 生徒の多くは，学習のしかたを聞いても，いざ実行するとなるとどうした
らいいかわからない。生徒の実態に合わせて，生徒と相談しながら，生徒
自身のことばでやり方を語らせる，ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ的な指導で個別指導すること
が大切である。
→中間テストで高校の要求水準を知った。「どれだけの準備をすれば，ど
のような結果につながるのか」を体得させることが，効力感を伴う学習＝
「努力を成果につなげる」自主的学習習慣につながる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『高校生活にもだいぶ慣れてきた。部活がハードになってきて，眠い。中間
テストが終わって，どうしようもなくついていけない科目ができてしまっ
た。これが苦手科目というものなのだろうか。中学と同じ感覚で普通にや
ってきてしまった。どうも勉強のヤル気が出ない。あんな難しいことやっ
て将来役立つんだろうか。やたらに自主性って言われるけど，どうしたら
いいのか具体的にわからない。』


 ７ 月                                                    〔１学年〕
【期末テスト，進路調査，進研模試，生徒・保護者面談，水泳大会，ｷｬﾝﾌﾟ準備，など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊期末テスト前後の指導と，高校生最初の夏休みへの備え

	
	· 期末テストでショックを受けても一過性で，夏休みを控えているので何と
かなるという気持ちになり緊張感がない。夏季休暇について，集団のベク
トルを学習に向けつつ，一人ひとりの有意義な夏休みを送らせる。
· 暑さも加わるとダラケムードが出てくる。学年集団，クラス集団の雰囲気
を向上心あるものにし，一人ひとりに具体的目標と実行計画を立てさせて
休暇に入らせないと，確実と言えるほど，生徒は「勉強しない夏」を送る。
· 個性重視の風潮が一斉指導をしにくくし，集団が機能しにくい状況が進ん
でいると言われる。夏休み前のダラケムードの引き締めに進研模試を活用
し，データ返却後の分析で集団特性を把握して２学期以降の指導方針を立
てるなど，集団づくりのﾂｰﾙとしても進研模試が有効なものになっている。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 文理選択の調査を行う。文理選択をすることは，受験類型の選択をするこ
とになる。文理選択が，将来の進路を見通した学習（例：英語を重視する
職業なら英語得意にすることが不可欠）や，入試を視野に入れた学習（例
：理系なので数学必須）など，学習目的をより明確にするように導く。
· 進路と学習をつなげることで，生徒の学習を内発的なものにできる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 夏休みの各人のテーマをあげさせ，そのプライオリティ（優先順位）を
つけさせ，必ずやるべきことを夏休みで計画的にやり切るようにさせる。
→高１の夏休みの位置づけを生徒に啓発し，なぜ夏休みにやらなければな
  らないのかを納得させる指導が必要である。
· 高１の夏休みの最も重要なポイントは，自主的な学習習慣をつけることで
あり， 自主的学習ができた生徒がどれだけできるかが，学年をリードする
中核的生徒層（ﾘｰﾀﾞｰ層）の厚みがどれだけできるかにかかわっていく。
· 高１の夏休みは，結果的には不十分なままの生徒が大半になる。しかし，
「夏休みの大切さとすごし方」を伝えた上で失敗することで，冬休みや春
休み，高２の夏休みでは実行する生徒が出てくる。何も指導せず，学習し
ない習慣をつけたまま，反省もしない生徒を多くすることが最も困る。＝
指導すれば生徒全てが動くわけはない。粘りが担任に必要な素質になる。
  

	生徒の
内面の
動き
（例）
	『期末テストで，中間テストの失敗を何とか取り戻したい。でも，毎日の
積み重ねができなかったので大変だ。その後は夏休みだ。長期休暇をどう
すごそうか。先輩の話しだと，すごい量の宿題が出るそうだ。そして，
補習，部活，…・。文理を一応決めたけど，もっとじっくりと考えなくち
ゃ。』


 ８ 月                                                    〔１学年〕
                                 【夏休み，補習，学校祭準備，水泳大会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校最初の夏休み／自主学習力の育成，自分さがしのための進路学習

	
	· 自主的，自律的な学習習慣をつける時期である。
→夏休みに学習習慣を崩し，そのまま２学期を迎えると，残暑，学校祭，
　体育祭など，学習しない悪い習慣を固定化することでガタガタになる。
· 自分さがしをさせ，社会認識を形成するための学習をする時期である。
→「勉強しないとどこにも行けない」という，学習を余儀なくさせるよう
　な入試状況がなくなり，その意欲が乏しい生徒が年々増加している。一
　人ひとりの学習意欲を引き出すしかない。そこで，深刻な不況，急激な
　社会変化などの社会についての認識を持たせ，その中で自分はどうする
　かを考えさせ，「やるしかない」という意識を育てる必要がある。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ，職場訪問などの体験や，進路に関する研究課題作成など，
生徒一人一人が進路観を形成する絶好の機会となる。
· 大学全入が，短大や選抜が厳しくない四大で現実のものになっている。ま
た，将来のために今を我慢して学習できない生徒が増えてきている。
→将来なりたいこと，やりたいこと，そして，自分ができること，できる
ようになりたいこと，を見出すことが，「我慢して努力を続ける」意義づ
けの１つになる。
→教科学習のみならず，自分さがしなどの進路学習が大きなウェイトをし
  めるようになってきている。進路学習についてもシラバスをつくり，そ
  のなかで長期休暇での進路学習を位置づけることが考えられる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 強制力が働かない高１夏休みは，高校生らしい「自主的に学習する習慣を
つける」ことが肝心なことである。宿題，補習で強制するほど自主学習力
がつかないジレンマとのバランスがむずかしい。
· 進研模試の返却データを分析し，学年，クラス集団の夏休み後の建て直し
計画，一人ひとりの指導方針や実行方法を練っておき，夏休み後の個別指
導や一斉指導を実行する。→さらに，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄ№２を受験させ，意識や
学習習慣を点検することも有効なことである。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『高校生初めての夏休みだ。いろんなことができるかなと思っていたけど，
宿題と補習の予習で手一杯だ。立てた計画もうまくできていない。同じ
高校生が甲子園でがんばってる。わたしはダレている。夏休みがどんどん
すぎていく。なんとなくヤル気が出ない。どんどん不況になっていく。な
んか不安だけど，だからって，勉強すればいいってもんじゃないような気
がするし・。社会に出て必要な力と別なことやってるんじゃないかなぁ。』


 ９ 月                                                     〔１学年〕
          【始業式，休み明けテスト，学校祭，進路調査，学年集会，進路講演会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊夏休みあけ／学年，クラス集団の再構築，個々の生徒の状況把握

	
	· 学校祭などの教科外学習がさかんに行われる学期になる。クラスや学年集
団を活気あるものにすることが，やがて学習成果にも反映してくる。
· 発散させることと，学習へと収束させる手綱の取り方がポイントになる。
· 夏休みで各人各様に意識や学習意欲など差異が大きくなっている。生徒一
  人ひとりを把握したうえで，２学期の方向づけをさせることが大切である。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 学期末までの文理決定に向けて，それまでのプロセスを確認させる。
→調査票に基づいて，本人の特徴や学力などから適切かどうか不安な生徒，
  迷っている生徒などを中心に個別の進路相談を行う。
· 夏休みの進路研究を発表させる，適性検査を行う，など客観的な視点から
  自分をみつめ，作業させながら進路を考えさせるようにする。
→「資料提供と調査」の手続き的な進路選択で済ませるだけでは，進路意
  識が深まらず表層的なものになり，学習などのｱｸｼｮﾝにつながらない。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 生徒一人ひとりのプライオリティを明確にして，やらなければならないこ
とを確実にやり切るように指導する。学校祭などの学校行事や部活などで
学習以外のことに時間を割きがちになる時なので，これがポイントになる。
· 高１の２学期に学力差が一層きわだち，２学期までに培った学力がそのま
ま高校３年間のベースになるなど，学力層の固定化が進行する。
→１学期の成績は，中学校までの貯金も反映する。その貯金も使いはたす
  ことで，２学期に成績が急落する者も出てくる。２学期の成績は，１学
  期・夏休みの努力を反映する。２学期には，以下のような特徴がある。
· 授業時間が一番多い学期。できるだけ進度を進めたいので速くなる。
· １学期に習ったことは身についているのを前提に，授業が進む。
←夏休みをはさむことで学習内容が流失してしまい，しかも，学習
  しない習慣がついて，そのまま低落していく生徒が相当数出てくる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『２学期が始まってしまった。心機一転がんばろうと決意したのに，休み明
  けのテスト，さぼりすぎて最悪だった。相変わらず授業のスピードが速い。
学校祭，体育祭シーズンに入って，新たな忙しさが始まった。勉強は，行
事が終わってからがんばろう。それにしても，さすがに高校だ。学校祭な
ど生徒だけでどんどん進めていく。でも，一方じゃ，あんなのくだらん，
とか言ってしらけてるのもいる。自分もなんだかダルくって。進路を考え
ろって言われても，社会のできごとに全く関心ないし・・，勉強の意味も
わからないし・・。まあ，がんばるしかないっか。』


 10 月                                                    〔１学年〕
            【中間テスト，体育祭，生徒会役員選挙，進路講演会，名士講演会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊活力旺盛な集団づくりの時期，一方で，学習へと収束させる時期

	
	· 学校行事，部活動，生徒会活動などが活発に行われる。諸活動を通じて，
活力ある集団づくりを行う。
· 夏休み後のムードをひきずり，学習への気が抜けがちな時期になる。諸活
動での学年，クラス全体の活性化とともに，やらなければならない最低限
の学習時間確保など，学習へのドライブをかけ続けることも必要である。
この絶妙なバランスをとる指導が，クラス担任のスキルである。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 中間テストは範囲が長く，しかも難しめの試験になることも多く，諸活動
に紛れて試験準備不足になり，ダメージを受ける生徒が多い。このような
中で，成績とからめて文理選択を考える傾向がある。そのため，中間テス
ト後の面談などでは，文理選択の希望に照らしつつ，将来の進路を踏まえ
た前向きの進路選択になるようにリードする必要がある。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 中間テストを節目にして，学年，クラス全体を学習へとﾄﾞﾗｲﾌﾞをかける。
· 中学までの学力貯金がなくなり，学習習慣がそのまま成績に反映するよう
  になってくる。その学習習慣は，生徒の状況に落とし込んだ実践可能で習
慣化できるものでなければならず，中間テスト後の面談などを通じて，自
分なりの学習習慣を身につけるようにリードする。
［例］部活で平日の学習時間がとれない。→予習のみで授業に集中し，土
      日での復習，計画的な定期テスト準備で復習・定着をはかる。
· 学校祭，体育祭，部活などとの学習の両立が課題の生徒も多い。
→学習時間がとれない中で効果的効率的に学習する方法や，学習時間を生
  み出す工夫など，個々の状況に沿ったやり方を，担任の助言など交えつ
  つ自分で見出すように導く。
· 中間テストでのダメージを逆手にとって，11月進研模試，12月の期末テス
トに真剣に向かうことができれば大丈夫である。中間テスト前も重要だが，
現実的には中間テスト後の指導が，さらに重要である。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『学校祭では，実行委員会ﾒﾝﾊﾞｰとして思いっきりがんばって充実したなぁ。
青春したっていう感じだ。だけど，はっと気がつくと，もう中間テスト目
前だ。こうすればテストでばっちり，とわかっているけどやっぱり身につ
かないなぁ。学校祭にのめり込みすぎてしまった。中間は範囲も多いし，
間に合いそうもない。このままで大学進学が大丈夫なのか心配になってき
た。３年の先輩は，いよいよ追い込みっていう感じになってきた。』


 11 月                                                    〔１学年〕
                      【進路講演会，校内学力テスト，進研模試，新人大会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊学力ﾃｽﾄや全国模試による学力測定／学力差が固定，拡大していく分岐点

	
	· 学年集団の学力特性が明確になり，そのままにすると固定化する傾向があ
る。＝進研模試の追跡ﾃﾞｰﾀでは，11月結果で固定化する傾向がみられる。
· 生徒は何回かのテストを経て，学力について固定化した自己ｲﾒｰｼﾞを形成す
る。そこで，個々に応じた診断と治療によって，個々に働きかけてゆさぶ
りをかけていくことが，一層重要になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 文理選択などの進路選択において，学力が大きなファクターになりがちで
ある。特に，理系で数理が厳しい生徒について，指導に悩む。大学で学び
たいこと，将来やりたいこと・なりたいことなどが明確で，その意志が固
いかどうか，などの進路意識の確認，入試や進学後に耐えられるか，現実
的な吟味を行う進路相談も必要になってくる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 生徒の状況が多様化し，「予習しなさい，×時間しなさい」などの一般的
学習法は通用しにくくなる。そこで，一人ひとりに即した具体的な学習の
しかたを見出させるような個別学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｽが，一層必要になってくる。
· どうしたらいいか生徒なりに考えている。自分のことばでどうしたらいい
か表現させ，自分で解決法を見出させるようなカンウンセリング的な指導
が必要になってくる（自我のめざめなど，精神的変化が進行中）。
· 学力テスト，進研模試について，「準備なしに受験」から「準備して受験
」へと転換する。
＝試験は受験することではなく，準備することで学力が向上する。
→模試受験後に，次の模試までの各自の学習課題を立てる。模試レベルを
  意識した主体的な学習習慣をつけた生徒層が，いわゆる上位層となって
  全体をリードする核になっていく（上位層を育成する指導）。
· 「授業→定期テスト」の土台があって，学力テストや進研模試でも成果が
出ることを認識させる。入試対策は，授業中心の日常の学習と直結してい
ることを，授業，定期テスト，模試などの位置づけを明確にさせたうえで
認識させる指導を，ｼｮｰﾄﾎｰﾑﾙｰﾑなどで反復して行う。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『中間テストと学力テストの結果は同じようなものだった。結局，これが実
力なんだ。こんなものだ，と思うと，なんだか勉強がつまらなくなってし
まうなぁ。理系にしてたけど，数学が厳しいので文系にしようかなぁ。勉
強時間が足りないぞ，って言われればその通りだけど，自分じゃそれなり
にやっていた。×さんなんかは，あまり勉強しなくてもわたしより成績が
いい。このままじゃいけないと思うけど，どうしたらいいんだろう。』


 12 月                                                    〔１学年〕
                   【期末テスト，全体集会，進路調査，保護者懇談，終業式など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊暦での１年終了／入学以来の総括と，新年への新たな決意

	
	· 暦での１年は，１年にとっては，１～３月までの高校入試準備をはさんだ
１年となる。入学時の初心を振り返らせ，一区切りをして新年を迎えさせ
る月となる。期末テスト結果，進研模試結果返却，進路調査（最終），保
護者懇談など，自分を振りかえる機会が多い。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	進路調査（最終）後の面談を通じて，‘なんとなく決めて’一応提出している生徒，‘迷っている’生徒を把握する。そして， 生徒なりのレベルで
納得し，文理選択した状態に導く進路相談を行う。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 期末テスト，進研模試の結果など，学習成果が出てくる。２学年までの３
か月の計画の中での，冬休みまで，冬休み，１月進研模試まで，学年末ま
で，そして，春休みまで，を見通したうえで，個人面談を通じて各生徒に
即したアドバイスを行う。
· ２学期に学力差が開き，苦手へと落ち込む生徒も多い。学習習慣がつかな
いままに，授業を聞いてもほとんどわからない，というような苦手になる。
→一般に，苦手克服には３か月以上かかるとされる。
· とにかくひとつ，冬休み中に苦手克服に着手する。２年にまで持ち越すと，
苦手がさらに雪だるま式に大きくなる。
→３学期には行事が多く，授業時間が少ない。新たなことを学ぶ量が，相
  対的に少ない時期こそ苦手克服の絶好の機会となる。冬休み，春休みの
  二段構えで取り組めば克服できる。
  ＝苦手分野の学習は，どうしても後回しになる。最も優先度の高いワン
    ポイントを選び，一点突破主義で「攻めの苦手克服」をさせる。
· 進研模試の返却データの分析を，７月実施の進研模試データ，校内データ
と比較して行い，全体および個人の課題を明確にする。
→１月実施の進研模試まで，その後，の指導方針を立てて指導する。
  ＝経験に基づく指導のみでは生徒が動かない傾向が進んでおり，客観デ
    ータの蓄積と裏付けによる指導が一層必要になってきている。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『中間テストで失敗したので，期末テストでの挽回をめざしてやった。それ
なりの結果が出た。でも，進研模試ではガタガタの成績だ。付け焼き刃の
勉強になっていたのが暴露されちゃった。冬休み，スキー教室に参加する
けど，勉強もちゃんとやらなきゃ。高校入試までの必死な勉強の反動で，
入学後の勉強の波に乗れなくって，それが尾を引いてしまった。来年こそ
がんばろう。』


１　月                                                    〔１学年〕
                   　　　　　　　　【始業式，校内学力テスト，進研模試など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊新年スタート／３学年は入試ｼｰｽﾞﾝ

	
	· 新年を迎え，気分は前向きになっている。
· ３学年は入試ｼｰｽﾞﾝとなり，進学への動機づけに絶好の時期になる。
· 正月のﾑｰﾄﾞ，「入試はまだまだ先」感などから，入試を煽るとかえって冷
めていくことになりかねない。
→発達段階からみれば，いわゆる「自我のめざめ」期になっており，教師
　の本音や内面などに敏感になっている。＝学校の都合や建前からの発信
　か，生徒を思っての発信かが一層重要になり，教師の感化力や教育力が
　問われるやっかいな面が強まっていく。
· 担任間での進学（生活指導は新入生時から）などの考え方，姿勢について，
足並みをそろえておかないと，２学年で新ｸﾗｽ編成をした時に各ｸﾗｽの生徒
が混在するのでクラス運営をしにくくなる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 新聞の年頭特集などで，地球規模の問題や近未来予測など，社会的視野を
拡大する契機がある。進学へのベクトルを明確にする一方で，文理系それ
ぞれの問題意識を深化させることも必要になる。
○「自我のめざめ」のピークが17才前後とされることからすれば，高２で文
理選択を考えさせ高３で分けた方がいい，とも言える。精神的な発達が晩
成型の生徒の中には文理調査で決めたものの，表面的に選択し，精神的に
成長する中で迷い出す者も出てくる。ｸﾗｽ編成上許容できる時期まで個別の
進路相談などでフォローする。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· ３年生がこれからどんなｽｹｼﾞｭｰﾙで受験し進学していくのかを語ることで，
入試のしくみを教える。１～３月が受験ｼｰｽﾞﾝであり，高２は，高１の１月
～12月，高３も高２の１月～12月と考え，入試暦では事実上高２がスター
トしている，という自覚を持たせる。
· 入試への意識づけのツールとして進研模試を利用する。その際，11月の進
研模試の反省のうえで，１月の進研模試の試験準備をさせる指導を行う。
＝「入試は準備して受験，模試も当然，準備して受験する」習慣づけ


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『３学期が始まった。なんだか正月気分が抜けないなぁ。あと丸２年で受験
って言われるけど，そんなに受験，受験って言われてもなぁ。新聞じゃ，
入試がやさしくなって，受験生集めに苦労している大学もあるって書いて
あったし，先輩もｾﾝﾀｰだめだったら，私大が入りやすくなっているから，
どうにかなるって言っていたけど。なんか，緊張感ないなぁ，先生は大げ
さに言ってあせらしているようだけど，実際はどうなんだろうか。』


２　月                                                    〔１学年〕
                  　　　 【高校推薦入試，卒業式予行練習，学年末テスト，など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊担任はあわただしく，生徒にはゆとり，３年は受験まっただなか

	
	· 小の月で28日の間に，祝日，推薦入試や卒業式予行などの行事が入り，学
年末試験もあり，授業時数が確保しにくい。
· 担任は卒業式準備や入試事務準備などであわただしく，生徒へのマインド
シェアーが相対的に低くなる。
○生徒にとっては，授業進度が進まない分，ゆとり感が出てくる。
· ３年は受験まっただ中。私大入試やｾﾝﾀｰ試験結果などの状況を語って，入
試の緊張感を伝え２年後をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝさせることで，だれがちな状況を締め
る。２～３月にだれさせてしまえば，第２学年での中ﾀﾞﾙﾐが決定的になる。
· 同じクラスでの生活終了が近くなる。ﾛﾝｸﾞﾎｰﾑﾙｰﾑなどの場などを使って１
年間の思い出など反芻しつつ，第２学年への期待感を醸成する。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 私大入試やｾﾝﾀｰ試験結果などの状況を伝えて，進学についての自覚を持た
せる。入試のしくみや，どうすることが合格する力をつけることになるの
かを教えるのは，クラス担任の１つの仕事である。
＝将来の進路実現は，いくつかの関門を越えていくことで実現することを
　自覚させ，入試はそのための最初の大きな関門になる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 学年末テストを節目にして学習させる。定期テストと学力向上の関連を理
論的に整理して，定期テスト準備の納得度を高める指導が肝心である。
→日々の授業を中心とした学習が，そのまま入試対策になっている。
→定期テストのレベルで授業で学習したことを反復整理し，さらに知識の
　運用力（応用力）をつければ，そのままｾﾝﾀｰ試験対策学習になる。
（ｾﾝﾀｰ試験が入試において大きなｳｪｲﾄを占めることは説明済み，が前提）
· 進研模試の返却ﾃﾞｰﾀを分析し，11月進研模試と同じような傾向が出れば
確実に学年，個人の長所や課題点と断定できる。
→この分析をもとに，3月～春休みの指導方針を立て，学年末テスト終了
　後，進研模試の客観ﾃﾞｰﾀと校内ﾃﾞｰﾀを活用した指導を行う。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『１年生のまとめの時期になった。先生方は忙しそうで，校内放送で・・会
議など，いろんな会議をやっているようだ。建国記念日や推薦入試面接な
どで休みも多い。授業進度であせっている教科もあって，変にﾌﾟﾘﾝﾄ学習
が増えてきたなぁ。卒業式予行練習をさせられて，いよいよ２年になるっ
て気分になってきた。受験のこと，なんとなく今まで以上には気になって
はきた。だけど，授業がない日が多い分，なんだかのんびりしちゃうなぁ。
学年末テスト近づいてるけど，なんだか気持ちが入んない…・。』


３　月                                                    〔１学年〕
                   　　　　【卒業式，学年末テスト，高校入試，修業式，など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊第２学年への備え／学年末後から始業式までの１か月＝夏休み以上に重要

	
	· 春休みは，実質的には，学年末テスト終了直後から始まる。
＝自主的に学習できる時間は，夏休みよりも多く与えられている（宿題，
　補習がない，または少ない。卒業式，高校入試などで授業日が少ない）。
· 高２のスタートに向け，力をためる時期になる。高２始業式までの30日余
に，何を仕込ませて高２を迎えさせるかがポイントになる。
＝自主的な学習をさせ，自己学習力をつけさせるのが肝心で，宿題・補習
　での学校依存型の受け身型・被強制型の指導には配慮が必要である。
→弱点克服，あるいは，理解を深める，などの各自のテーマを設定させた
　うえでの自主学習の時間供与を行う。自主性や自己学習力をつけること
　が，いわゆる「生きる力」をつけることにつながる。
→学習習慣や意識，学力の面からの自己点検，高２ｽﾀｰﾄ時の生徒把握，動
　機づけに，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄが利用できる（新ｸﾗｽでの帳票送付も可能）。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· ３年の入試結果など，生々しい入試情報をクラスの実情に即して加工して
伝え，進学への意識づけを行う。その際，入試の厳しさを伝えることはあ
っても，それ以上に，進学後に何を学ぶのか，何ができるようになるため
に進学するのかが大切である，というような発信を行うのが肝心である。
· 文理別に分かれるので，あらためて，その選択理由を問い直させる。「自
我のめざめ」期での特有な「なぜ」を問う時期であることと，大学進学が
必ずしも将来を保障しないことが明確になっている時代状況と合わせ，学
ぶ意味を自分なりに問わせることが，以前にも増して必要になっている。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 進研模試結果ﾃﾞｰﾀなどの客観ﾃﾞｰﾀを利用して，集団および個々人の学習の
課題を明確にして学習への動機づけを行う。
→ｶﾝと経験からの指導のみでは，生徒が動かないと言われる。客観ﾃﾞｰﾀを
　もとに，ｶﾝと経験を生かして，一人ひとりの生徒に即した処方箋を出さ
　ないと生徒を動かせない，手間のかかる教育が必要な，やっかいな状況
　になってきている。
· 学年主任のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟのもと，学年一致して指導にあたる。
→教師にとって気ぜわしい時期なので，学年，担任の意思に左右される。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『なんとなくさびしい季節。憧れだった先輩が卒業し，わたしは高２になる。
去年の今ごろは，高校入試で合格して希望や不安を持っていたなぁ。これ
からしばらく試験はないし，春休みになるし，解放感がある。不況がどん
どん深刻になってる…。しっかりしなくっちゃぁ。』


４　月                                                    〔２学年〕
                   　　　　　　　　　【始業式，対面式，担任との面談など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高２スタート／新規まき直し

	
	○高２は高１での高校生活体験者。高２の位置づけと意義づけ，やるべきこ
とを，高１体験をﾍﾞｰｽに実感できるﾚﾍﾞﾙまでﾌﾞﾚｰｸﾀﾞｳﾝして生徒に指導。
→スタート時が肝心で最初の定期テストが節目，学習時間量の確保が必要，
　自律性ある規則的な生活習慣が学習のベース，など具体例を提示する。
· 学年，クラスがあらたまり，新規まき直しの気持ちにはなる。一方，何と
なく脱力感があり，緊張感が高まりにくい。ムードで煽っても動かない。
高２は「自我のめざめ」のピーク時であること，高１での経験があること
が重なり，学校からの指導を素直に受け止めにくい時期である。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 各学部・学科は，学ぶ内容が各大学ごとに特色がある。そのため，大学・
学部・学科というくくりで進路研究をすることになる。
→大学が研究のキーに入ってくるので，難易度と本人の学力をもとにした
　希望大学選択のフェーズになる。
→希望したい大学（群）の合格可能性などの実現のためのハードル，その
　選択によって獲得しうる成果（資格，就職など）というような現実を吟
　味しつつ，「やりたいこと，なりたいこと」を再度設定するよう導く。
→深刻化する不況，求められる能力，入試の状況など，より現実的な社会
　認識を形成させるような進路指導を行う。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 予復習のしかた，定期テストや学力テストの受け方や，その意義づけなど
の基本的なことについて，１年時の学習経験を下地にしつつ，高２スター
トにあたって発信する。基本的な学習法を全体に話しておくことで，個別
面談の時に，個々に即した学習指導ができる。
· 最初の定期テストにどう臨ませるかが，２学年での動向に連動していく。
→高２は，ｽﾀｰﾄ時の緊張も長続きせず，早期に緩んでいく傾向がある。
→４月ｽﾀｰﾄ時に，しっかりと学習へのベクトルを定めないと，連休をはさ
　んでズルズルと中間テストを迎え，中ﾀﾞﾙﾐそのものになってしまう。
→ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄなどの検査での客観的ﾃﾞｰﾀを利用して，４月のできるだけ早
　　期に，生徒一人ひとりを把握したうえで個別指導するのが効果的である。


	生徒の
内面の
動き
（例）

	『高２スタート。どんなクラスになるんだろうか。高１でも，授業中心とか
自宅学習時間確保とか言われたけど，予習，復習には相当時間がかかって
先生が言うようなことはできなかった。高２は，授業がもっと難しくなる
から，やっぱりダメなんじゃないかなぁ。まあ，一応がんばってみようか。
最初が肝心…。』


５　月                                                    〔２学年〕
                【連休，遠足（合宿），高校総体，中間テスト，ＰＴＡ総会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高２最初の定期テスト／学習・進路への意欲の高まり，ﾃｽﾄ後のしぼみ

	
	· 進路，学習についての意欲，関心は高まる。総体の予選などで学習時間が
確保できない生徒も多い。３月～春休み，での仕込み，そして，４月の実
行ができていれば，連休には学習時間を確保し，定期テストを節目にして
学習することで成果が出る。
· 気分だけの決意であれば，新規まき直しをはかったのにズルズルと時間が
過ぎていき，成果が出ずに沈滞する生徒も出てくる。
· 勉強，勉強，のみの発信では，生徒はしらけてくる。社会とか，人生とか
などの本質的な話しをすることで，自己意識の成長の刺激になり，社会的
視野を拡大するような働きかけが，クラス担任の基本姿勢になる。これは，
精神的成長が急激に進む第２学年で，特に必要になる。
○ＰＴＡ総会後に，クラス懇談がある。保護者からの信頼を得る場になる。
面談や，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄや中間テストのﾃﾞｰﾀなどで，クラス全体や生徒一人ひ
とりを理解しておくことが肝心である。保護者とのｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ，保護者から
のｻﾎﾟｰﾄがあることは，クラス運営に不可欠なことの１つである。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 「このままの生き方でいいのか？」，などと考える年代になる。進路選択
は人生の選択であり，生き方を考えることである。複数の選択肢から選択
するためには，選ぶ基準となる価値観が必要になる。価値基準の形成に働
きかけつつ，自らの意思による選択で学部・学科を選ぶための，場や機会
，素材を提供することが，進路指導の基本的な姿勢になる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 高１での定期テスト準備を反省して仕切り直しをさせ，高２最初の定期テ
ストを節目に成果を出すように動機づけをする。
· 定期テストについて，その意義と準備の仕方など基本的なことを確認する。
→授業内容を身につけるためのテストであり，テスト準備により授業内
容の復習をし，テストに表現できるように知識を整理し，テスト後に復
習することが，そのまま入試準備にもなっている。
· 定期テスト後の個別指導で，一人ひとりの学習の仕方を点検し，具体的な
　行動指針を立てさせる。この際，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄのﾃﾞｰﾀも利用できる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『高校生活も2年目。充実していいのに何だか脱力感がある。連休は結局，
遊んでしまった。２年最初の中間テストが間近だ。いつも，好きな教科や
勉強しやすい教科ばっかりやっていて，苦手教科は後回しになって一夜漬
けになっていた。文系なのに，古文漢文がきらいだ。やっぱり，惰性で勉
強する習慣は変わらないなぁ。』


６　月                                                    〔２学年〕
                   　　　　【学年集会，進路講演会，体育大会，保護者会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校２年３か月目／体育祭などを利用しクラス集団の活性化，学習点検

	
	· 中間テストの結果がわかる，高校総体での結果が出る，など結果が見える
月になる。合否追跡からの進路資料ができ，校内学力テストで試される，
など現実を見させられる月になる。気になる生徒のケアーが必要になる。
· 校内体育大会などの校内行事に積極的に参加するムードづくりを行い，活
気あり，居がいのあるクラスづくりを行う。生徒の活躍の場に出て行き，
一緒に盛り上がる，など，生徒とのﾋｭｰﾏﾝ・ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝをはかる月になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 中間，学力テスト結果などが出，思うようにならないと，「なぜ，こんな
勉強をするのか」と自問するものも出てくる。１年時に考えた「やりたい
こと，なりたいこと」が，いろいろな現実が見えてくる中で揺らいでくる。
· 自分の長所，適性など自己を振り返り，将来の自己実現をはかる場である
社会についての認識を深める，などベーシックな進路選択指導を行う。
· 入試結果で煽る指導をしても，必ずしも個々の生徒を前向きな気持ちには
しない。将来を見通して前向きに考える姿勢を形成したうえで，学部学科，
大学の選択のための進路研究を行わせる。入試競争緩和の傾向が進む中で
「勉強しなければどこにも行けない」ではなく，「このように勉強すれば
学力がつき，志望する大学に進学できる」というような方法を教えること
と合わせて，進路観育成の進路指導を行う。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○３か月目，中間，校内テストの結果をもとに，学習生活の点検を行う。
→部活との両立の状況，各教科の予復習のしかた，土日の使い方，など
　学習習慣について点検を行う。
· 学習意欲について診断し，後ろ向きになっている要因があれば除去してや
り，解決法を自分のことばで語らせる，カウンセリング的な面談を行う。
· 「あとでやればいい，やる気になればできる」と言い聞かせて，先送りす
る傾向が顕著になる。努力しなければ結果が出ない勉強から逃避する傾向
が見られる。そこで，
成果を出すためには，継続的に努力しなければならないこと，
一挙に成果は出ない，小目標を一つ一つ越えなければならないこと，など
努力のしかたを教える指導が必要である。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『４月最初の決意も薄れ，生活リズムも乱れがちだ。中間テストが終わり，
のんびりしてる。学校じゃ，進学，進学ってさかんに言う。学力テストが
近いけど，何をどうしたらいいかわからないし，結局何もせず，実力で受
けるしかないなぁ。大学は入れるところに入れればいいや。』


７　月                              　                      〔２学年〕
 　【期末テスト，進路調査，進研模試，生徒・保護者面談，水泳大会，夏季補習など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊期末テスト前後の指導と，夏休みへの備え

	
	· 期末テスト後，野球の県大会応援，水泳大会など解放感あふれる月になる。
青春を謳歌させるとともに，学習の軌道からそれないようにするﾄﾞﾗｲﾌﾞを
かけることが必要である。そのために，進研模試を有効に活用する。
· 高２の夏休みは，高校３年間の折り返し点になる。
　
→「高校前半を総括し，９月から再スタートできれば進路実現できる」と
　いう発信をすることで動機づけを行う。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 学部・学科の進路調査を行う。９月以降は，１年後の入試へと意識づけを
するステージになるので，夏休みを使って，大学選択の前提となる学部・
学科選択のための進路研究をさせる。
→進路研究の夏休み課題で強制することや，オープンキャンパス紹介など
　での進路研究への動機づけが考えられる。
→進路についての話題を，生徒面談，保護者面談での主要テーマとする。
· １年での文理選択の時に考えた「やりたいこと，なりたいこと」について，
学部・学科進学を通じて獲得しうる成果（教養，資格，就職など），その
学問を学ぶためにつけるべき能力などのハードルを明らかにしつつ，それ
でも是非「やりたいこと，なりたいこと」，に固めていくようにリードす
る指導を行う。
　

	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 高２夏休みは３年間の折り返し点であり，真の‘入試の天王山’となる。
→高２夏休みは，放置すると‘３年間で最も勉強しない夏’になる。
→期末テスト後，進研模試への学習動機づけを行い，さらに，その後に夏
　休みの学習計画立案指導をして，学習へとドライブをかける。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『あっという間に１学期が終わっちゃった。そういえば，１年の夏休みは全
然勉強しなくって，怠けぐせがついて，中間がガタガタになってつらかっ
たなぁ。今年の夏休みは，ぜったいにがんばろう。けど，…・，何のため
にがんばるんか，わからないなぁ。がんばったからと言って，いったいど
うなるんだろう。がんばっていい大学に入ったって，いい会社に入ったっ
てしょうがないし…・。本当のところ，何のために，どうしてがんばらな
くっちゃいけないんだろう。学校の勉強って，所詮，入試のためにだけ役
立つもんなのだろうか。』


８　月                                                    〔２学年〕
                 　　　　　　　 【夏休み，補習，学校祭準備，水泳大会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校３年間の節目となる夏休み

	
	· ９月以降の高校後半スタートのための準備期間となる。
· いわゆる‘自我のめざめ’のピーク。性的関心もピーク。部活，生徒会，
学校祭準備など“青春を謳歌”させることが，若者の生命力を漲らせるの
に欠かせない。たくましい生命力があれば，いずれ学習へと誘導できれば，
学力は後からついてくる。
· 夏休みスタートまでに，絶対にやらなければならないことを明確にし，そ
れを，「いつまでに，どこまで，どうする」という具体的で，実行可能な
計画を立てているかどうかが，勉強するか怠けてしまうかを左右する。
· 大半の生徒は決意したものの長続きせず，部活や生徒会があればそれで１
日が終わり，補習があればその準備でせいいっぱい，多量の宿題をこなす
のでせいいっぱい。そんな中で，「なんとかしなくては」というあせりが
強まっていく。
→登校日をもうける，気になる生徒に電話する，など，夏休み途中での
　指導をすることも考えられる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 企業訪問，職場体験，ボランティア，オープンキャンパスなどの啓発的体
験を通じて，職業や大学・学部学科についての‘本には書いていない’中
身情報を入手させる。実感ﾚﾍﾞﾙでの情報は限定的で一面的であるものの，
進路選択の場面では，頭での理解のみではなく，‘実感’‘感覚’での判
断が，生徒を次への行動に駆り立てる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○高２の夏休みは，苦手克服，得意伸長の最大のチャンスである。
→夏休みスタートまでに，絶対にやらなければならないことを明確にし，
　それを，「いつまでに，どこまで，どうする」という具体的で，実行可
　　能な計画を立てさせておく。
· 進研模試の返却ﾃﾞｰﾀの分析をし，２学期以降のクラス，学年全体，一人ひ
とりの指導の指導方針の立案をしておく。
→さらに，夏休み明けにｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄ№２を受験することで，学力分析とと
　もに，学習のしかた，進路意識などを点検し，入試への意識づけに利用
　することも考えられる（←複数のﾂｰﾙでようやく動機づけできる状況）。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『高２の夏休みが勝負っていうけど，そうなのかなぁ。友だちの中には夏期
講習にいく者もいて，何となく‘入試’の文字が気にかかるようになった。
高３になってからで入試は間に合うんじゃないかなぁ。東大とか阪大とか
難しい大学に行きたい人は違うんだろうけど…・。』


９　月      　                                              〔２学年〕
    　　　　　　　【始業式，休み明けテスト，学校祭，進路調査，学年集会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校後半スタート／学年，クラス集団の再構築，個々の生徒の状況把握

	
	· 始業式後は，学校祭，部活動などに傾斜していく。若さを発散させ，諸活
動に燃えさせることが肝心。シラケは学習の沈滞へとつながっていく。
○入試という当面のゴールに向けた見通しの中で，諸活動に集中させる。
→中間テスト，進研模試を節目にして，学習へとﾄﾞﾗｲﾌﾞをかける。諸活動
　活発な時期には学習のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞをさせ，時機を見て学習へと転じさせる
　のが，クラス担任の重要なスキルとなる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 進路調査，適性検査などの機会を設定して，学部・学科について考えさせ
る。どの大学の学部・学科に進学するのか，のレベルでの学部・学科研究
をさせる。
←選択基準としての偏差値が相対化し，同程度の難易度幅の大学の中での
　選択のために，学部・学科の中身・出口研究が重要になっている。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○夏休み明け後のテストなどで，夏休みの学習の点検と反省をさせる。
○学校祭などの諸活動の一区切り後，中間，校内学力テスト，進研模試を節
目にして学習へのドライブをかける。
· 入試までのｽｹｼﾞｭｰﾙを知らせる。たとえば，
· ２学期～冬休み／いつまでに，何を，どのレベルまでやるのか，
　　　　　　　　　みきわめるために試行錯誤する期間である。
· ３学期～夏休み～９月／志望大合格のための基礎力完成期間である。
· 高３の１０月～　／入試実戦力をつける期間である。
　・１２月～　／ｾﾝﾀｰ試験，私大，個別試験実戦力を完成する期間である。
· 推薦入試で必要な教科外活動での実績をあげることや，学力評定のために
定期テストでの実績をあげることを発信して，動機づけを行う。
· 入試の求心力が弱まるなかで，生徒の学力，学習状況，意識などがますま
す多様になっている。
→進研模試，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄなどの客観ﾃﾞｰﾀで一人ひとりを把握したうえで
　指導をしなければ，ｶﾝと経験のみでは指導し切れない状況が進行してい
　る。ﾃﾞｰﾀや，夏休み明けの表情などで気になる生徒を選んで，時間がと
　りにくい中だが，短時間でも面談してフォローしておく必要がある。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『とうとう２学期が始まった。どうしよう，学習のリズムが狂っている。学
校祭のクラス展示の作成，部活の練習など，やらなくちゃならないことが
いっぱいある。去年は中間テストがガタガタで，状況は去年と同じだ。だ
いじょうぶだろうか。先生に相談してみよう。』


10　月                                                    〔２学年〕
          　【中間テスト，体育祭，生徒会役員選挙，進路講演会，名士講演会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊１年後にｾﾝﾀｰ試験出願／活力旺盛な集団づくり，進学へと徐々に転換

	
	· 体育祭，部活動，生徒会活動などに活気ある生活をさせる。
· 中間テストを節目にして，11月の校内学力テスト，進研模試で進学へドラ
イブをかけていく。３年のｾﾝﾀｰ試験出願を意識づけに使う。
· 入試への意識づけ，態勢づくりの時期である。入試対応学習の開始は，早
くて１月であり，高校生から受験生に転換する３月以降になる。高い目標
をクリアーしようとする目的意識づくり，気力づくりの時期である。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 大学選択の時期が近づくにつれ，生徒はようやく本気になって進路を考え
始める。実現可能性から不安になり，進路選択に迷いが出てくる。「やり
たいこと，なりたいこと」を確固なものにしていくことが，進学へと転換
させる土台になる。進路に対する意思が固まっている者が，選抜の厳しい
入試で成功する。
→入試科目での合格点突破の，得点のための学習だけではむなしくなって
　いき，思うように成果が出てこないと挫折していく。
· 一人ひとりの生徒の進路意識に働きかけつつ，「やりたいこと，なりたい
こと」，そして，どのような手順で実現しようとするのかを明確にしてい
く進路相談が必要な時期である（10～３月）。この指導の客観的ﾃﾞｰﾀとし
て，学部学科適性検査を活用することができる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 中間テストに，万全の準備をして臨むよう指導する。
→高校後半スタート後の，最初の定期テストである。入試での成果にかか
　わるという意味で，１年最初の中間テスト以上に今後の動向を左右する
　重要なテストである。
→中間テストで上昇ベクトルに乗せられれば，その後の校内学力テストや
　進研模試に連動し，入試に向けた高校後半の好スタートとなる。
· 部活動や生徒会などの活動はやり抜くよう激励する。
→やり切った感，人間関係の葛藤などの豊富な経験などが，「見える学力」
　（成績）を押し上げる「見えない（見えにくい）学力」となる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『学校祭，体育祭と思いっきり燃えたなぁ。これが終わればテストの山だ。
中間テストの範囲は長いし，そのあとには，学力テスト，進研模試がある。
先輩は，ｾﾝﾀｰ試験の出願があるって言っていたな。あと１年。でも，これ
から部の大会がある。ここで成果を出さなくっちゃ，今ままでがんばって
来たんだから。入試のことが身近になってきたけど，実際にはどうすりゃ
いいんだろう。』


11　月                                                    〔２学年〕
             　　　【進路講演会，校内学力テスト，進研模試，保護者全体会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊進学への意識づけ／校内学力テスト，進研模試

	
	· 進学へのドライブがかかっていく。一方，部活や生徒会活動で忙しい者が
いる。このような生徒をサポートすることが大切である。進学へとシフト
するほど，クラス担任は一方で，‘人間的成長，ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな課題’などの
視野の広い発信をすることも大切である。
· 中間テストで失敗する生徒が多い。メンタル面を中心にフォローし，前向
　きに，校内学力テスト，進研模試に向かう態勢づくりを行う。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	○進路選択において，学力がメインのキーになっていく。ただし，まだまだ
志望大学群の選択であり幅がある。
→大学の中身，出口などの研究について本気になってくる。短絡的に大学
　選択をしないようにさせ，進路学習をするようにうながす。
· 不安から迷いが出てくる。一斉指導したあと，気にかかる生徒について，
個別に進路相談の機会を設ける。
→内容が個別的で具体的になってくるので，回答しきれない相談が出てく
　る。複数の先生での検討，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄＦＩＮＥなどを使っての情報収集も
　必要になってくる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 準備して入試の受験をするように，模試も準備して受験することを教える。
＝試験は受験することではなく，準備することで力がつく。
→たとえば，受験前後の準備や復習のしかたを教えたうえで，進研模試に
　臨ませる。大半の生徒は結局は行動しないであろう。そこで，１月の進
　研模試では実行するように再度指導する。この繰り返しによって，３年
　の進研模試などの模試の準備のしかたが身につき，成果が出るようにな
　る。
· 期末テストに向けた動機づけ指導も行う。
→「授業→定期テスト→模試」の回路の中で，「授業→定期テスト」が学
　力育成，入試基礎力の養成のベースになることを再度強調する。３学年
　を通じても，授業と定期テストが中核になることを指導する。そうしな
　いと，授業から離れて入試対策を考える者が出てくる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『このごろ，やけに自分というものが気になる。学部学科決定，志望大選択，
入試科目選択と選択が迫られ，本当にこのままでいいんだろうか，という
不安がある。入れる大学じゃなくって，入りたい大学にしなくっちゃ。部
活をやめて勉強にシフトする人も出てきた。あせるなぁ。だけど，部活は
絶対にやめないぞ。』


12　月                                                    〔２学年〕
                　 【期末テスト，全体集会，進路調査，保護者懇談，終業式など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊「入試まであと1年」の１月スタートの仕込み

	
	· 「入試まであと1年」のスタートへの仕込みの月。ムードづくり，態勢づ
くりがポイントになる。進学の目的，入試対策学習のしかた，など足元を
固めたうえでスタートさせる。
· １年の反省をする月。期末テスト結果，進研模試結果返却，学部学科調査
など，振りかえるための機会が多い。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 進学の雰囲気づくりが進むなかで，どうしても視野が狭くなりやすい。目
先のことをきちんとやることが大切なのだが，学習目的が将来の希望とつ
ながらなければ，いつまでも「いわれてやる勉強」にとどまってしまう。
· 進研模試で志望欄に大学・学部学科を記入し，合格可能性の評価が出る。
学部・学科，大学の志望理由を考えさせ，難易度のみでなく，進学後や大
学卒業後に「やりたいこと，なりたいこと」から吟味するようにさせる。
→志望調査，進研模試返却ﾃﾞｰﾀでの希望進路について，将来を見通して進
　路を考えさせる個別の進路相談を行う。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 志望する学部学科，大学を明確にすることが，大学進学後を見通した入試
対策学習につながる。
→進学後に学ぶ学問，ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌのイメージを描くことが，学習の内発的な
　動機づけになる。
· 一斉指導では入試科目などでの傾斜配分，重点化するような学習指導はし
にくい。個別指導で，大学ごとの要求学力，入試科目・配点・出題内容と
本人の学力の特徴とを絡ませた指導を行うようになる。
→科目を絞る，手を抜くこととは全く異なる。これから１年という限定さ
　れた時間での学習指導は，重点化と傾斜学習にならざるをえない。効果
　が出る学習は，科目を絞って楽しようという効率的学習とは無縁である。
· 冬休み，３学期，春休みを見通し，冬休みにやるべきことを明確にして計
画的に学習させる。
· 進研模試の返却ﾃﾞｰﾀの分析を，７月実施の進研模試，校内ﾃﾞｰﾀと比較して
行い，全体および個人の課題を明確にして指導する。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『定期テスト，進研模試の結果，進路調査で，担任との面談があった。数学
の力が足りなくて，今考えてる大学は難しいらしい。航空工学を考えてる
けど，機械も考えた方がいいって言われた。だけど，航空工学以外に考え
られない。やりたいことを発見しよう，とか言っていたことと，なんか矛
盾するなぁ。 』


１　月                                                    〔２学年〕
                   　　　　　　　　　　【始業式，校内模試，進研模試など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊入試まであと１年／３学年はｾﾝﾀｰ試験直前，３学期から事実上は３学年に


	
	· 新年を迎え，１年後の入試に向けて決意をうながす。これからの１年間の
スケジュールと考え方について，ﾛﾝｸﾞﾎｰﾑﾙｰﾑやｼｮｰﾄﾎｰﾑﾙｰﾑなどを使って説
明する。
· 受験本番の３学年の動きとからめ，進研模試受験の学習動機づけを行う。
センター試験前日に話題にし，月曜日には，自己採点，二次出願，私大出
願，入試本番までの流れについて説明し，１年後をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝさせる。そし
て，自己採点結果，二次出願，私大出願の状況など，各時期各時期に生徒
に語ることで，次年度への動機づけをおこなう。合わせて，入試のしくみについて理解させる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 校内模試，進研模試で，志望大学を絞り込むプロセスに入っていく。難易
度のからみで学部・学科の変更も出てくる。この変更の際には，必ず，中
身・出口などの進路研究をさせなければならない。
→今まで以上に，大学・学部学科の中身出口の研究，自分が「やりたいこ
　と，なりたいこと」の確認をさせる。大半の生徒が，本気になって将来
　の進路を考えるのは，これからである。
→調べ方は進路学習を通じて知っている。もちろん，進路はそれぞれが決
　めていくことである。クラス担任の仕事は，カウンセリングするスタン
　スで，個々の生徒の進路選択をサポートすることである。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 11月に行った，校内模試，進研模試の前後での指導を行う。
［再掲］
※準備して入試の受験をするように，模試も準備して受験することを教える。
＝試験は受験することではなく，準備することで力がつく。
→たとえば，受験前後の準備や復習のしかたを教えたうえで，11月の進研
　模試に臨ませる。大半の生徒は結局は行動しないであろう。そこで，１
　月の進研模試では実行するように再度指導する。この繰り返しによって，
　３年の進研模試などの模試の準備のしかたが身につき，成果が出るよう
　　になる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『いよいよ勝負の年になった。気分一新がんばろう。ｾﾝﾀｰ試験が気になる。
あと１年って，ひしひしと感じる。先生やクラスの雰囲気も変わってきた。
だけど，どうも気持ち先行で，生活は変わらない。やっぱり，予習に追わ
れ，自宅勉強時間も変わらず，おんなじように毎日が過ぎていく。さてさ
て，どうしたもんだろうか。』


２　月                                                    〔２学年〕
           　　　　　【高校推薦入試，卒業式予行練習，進研模試，学年末テスト】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊１年後には受験まっただ中

	
	· ３学年は，私大入試，国公立大個別試験と，入試本番。入試途中結果情報，
入試のしくみなどを，学年集会やクラスで発信して雰囲気づくりを行う。
→担任は高校入試や卒業式の準備事務，次年度準備の会議などで忙しく，
　生徒へのマインドシェアーが下がりがちになる。ただし，入試までを見
　通すと，重要な指導ポイント月になる。
· １年後には出願が終了し，入試まっさかりになる。10月には志望大に相当
する基礎学力養成を完成させ，７月には第一志望大を絞らなければならな
い，などと，指導ｽﾄｰﾘｰを逆算して，今の重要性を認識させる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 生徒は進研模試結果が返却され，志望大との学力ｷﾞｬｯﾌﾟを認識させられる。
→指導ﾎﾟｲﾝﾄは１月に同じ。
→自分が「やりたいこと，なりたいこと」を確固することが基本で，これ
　が実現できることを前提に志望大学の絞り込みをする。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 進研模試（ﾏｰｸ）により，生徒にマーク式での受験を体験させる。
→マークセンス方式試験には，原則的には記述式のような部分点がなく，
　基礎基本を測定するので，的確な読解力や正確な知識力が試される。
※３年６月進研模試（ﾏｰｸ）との比較により，４か月間でのセンター試験得
　　点力の推移を分析できる（集団および個人）。
○学年末テストに万全の準備をして取り組ませ，生徒なりにそれぞれの成果
を出させる。
→‘授業，予復習，定期テスト準備’が，学力向上の学習サイクルである。
→学年末テストに十分な準備をして取り組み，成果をきちんと出すことが
　当面の最大目標になる。「授業→定期」のベースのうえに，模試準備が
　ある。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『今年のセンター試験問題を解いてみた。英語は長文が読めない。速読速解
力がなければだめだ。センター試験で失敗して，志望大ランクを下げて出
願したそうだ。私大で落ちた生徒もいる。私大がやさしくなったって言う
のは本当だろうか。志望大の二次試験問題を見たけど，センターと全く違
って，本格的な論述問題で相当難しい。これから１年を切って，11か月し
かない。本気になってがんばらなくっちゃ。』


３　月                                                    〔２学年〕
           　　　　　　　　　【卒業式，学年末テスト，高校入試，修業式など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊高校生から受験生に変えていく／始業式までの１か月＝夏に劣らず重要

	
	· ‘いよいよ３学年’という雰囲気づくりのために，卒業式が絶好の場にな
る。卒業式の事前，事後での指導を行う。
· 学年末テスト後，進研模試返却ﾃﾞｰﾀなどを利用して，３学年になるまでの
心がまえと学習について指導する。この期間に受験生へと転換できないと，
夏休みまで態勢づくりが伸びてしまう。
· 春休みは，実質的には，学年末テスト終了直後から始まる。
＝４月が始まると，進度を早期に終了させるために授業速度が速まる傾向
　があり，生徒は予習復習に追われる。結局，受験勉強は夏休みに先送り
　することになる。
· 指導をしないと，卒業式，高校入試と授業がない日が多く，春休みになり，
のんびりしたムードになりがちである。
→学習習慣の点検，学力の分析するｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄが利用できる（新ｸﾗｽでの
　帳票送付も可能）。



	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 入試までのスケジュールを知らせ，第一志望大学，出願大学，進学大学が
どのような手順で決定していくのか認識させる。
· 志望大の学部学科の内容，ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌについて，より詳しく知ることをうな
がして，憧れや‘やる気’を増幅させる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 自分にとっての優先課題を明らかにすることからスタートする。
→やるべきことが具体化しないのに，やる気にはならない。そこで，自分
　にとっての最優先科目・分野などを明らかにし，始業式までに何をどの
　レベルまでどうするのか，その学習計画を立てる。
· ３年開始時までに，今までよりレベルアップした学習習慣をつける。
→入試に向けてやるべきことは多く，３年開始時までにできることは少な
　い。大切なのは，やるべき課題を常に明確にして，それを確実になしと
　げていく実行力をつけることである。そのために，量的なことばかりで
　なく，このような能動的な学習習慣をつけることが，春休みの真のテー
　マになる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『３年の入試結果報告で，ここのところ職員室がにぎやかだ。いよいよ次は
自分の番だ。入りたい大学はあるけど，進研模試の判定ではとても無理な
ようだ。春休みのうちに苦手分野を克服しておこう。夏休みのように計画
表作成が強制されないし，クラス，担任が変わるし，なんとなく解放感が
ある。こんなことじゃいけないんだけどなぁ。』


４　月                                                    〔３学年〕
                 　　　　　　　【始業式，個人面談，校内模試，学年集会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊受験学年スタート／授業をﾍﾟｰｽﾒｰｶｰにした受験勉強の態勢づくり

	
	· 受験学年がスタートしてムードは変わるものの，意欲，行動がついていか
ない。生徒は相変わらず予復習に追われ，部活を続ける者もいる。
→１年間のスケジュール，各時期にやるべきこと，そして当面やるべきこ
　とを伝える。受験勉強とはどうやることなのか，どうすれば合格するの
　か，など，その‘やり方’を伝える。このように，段取りや方法をわか
　らせたうえで激励するのでなければ，生徒は行動に移れない。
· 生徒一人ひとりについて，クラスの状況について，１，２年時以上に早期
に理解し，把握しなければならない（遅くとも２週間以内，とも言われる）。
→３学年は，進路，学習ともに個別指導のウェイトがさらに高くなる。
→生徒一人ひとり，クラス全体の把握，受験勉強のしかたの指導，の場面
　で，ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄが利用できる（３月中下旬に実施すれば，新ｸﾗｽ帳票で
　４月早々に返却）。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 大学・学部学科志望調査をもとに面談を行う際に，「やりたいこと，なり
たいこと」をはっきりさせる。そして，「やりたいこと，なりたいことを
実現するために努力する」，という基本姿勢を確認する。
· 合格可能性のある大学が第二，第三志望である場合，クラス担任は，その
大学・学部学科の良さを事前に研究して生徒にアピールしておくことが肝
心である。面談の時は聞き流していても，面談のたびに繰り返すことで，
効果が出てくる。
→結果的に第一志望大学以外に変更する時に，その大学・学部学科でもや
　りたいことがやれる，という受容ができる。難易度だけでの変更では，
　入試への決意が鈍り失敗することが多い。合格できても進学しないこと
　にもなってしまう。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 授業が入試に直結していることを，よく理解させる。
· 受験生としての予習，復習のしかた，定期テストの受け方，模試の準備の
しかたや復習のしかた，など，ｼｮｰﾄﾎｰﾑﾙｰﾑ，ﾛﾝｸﾞﾎｰﾑﾙｰﾑで時間をとって，
きちんと指導しておく。
＝やりかたがわからなければ，「がんばれ」と気合をいくら入れても行動
　できない。


	生徒の
内面の
動き
	『進路調査で大学・学部学科を書いたけど，大学によって学ぶ内容に違いが
あって，よくわからず困った。部活はまだあるけど，ここまでやって来た
んだからやり抜こう。・・。なんだか授業のｽﾋﾟｰﾄﾞが速まった気がする。』


５　月                                                    〔３学年〕
             　　　【連休，高校総体予選，遠足，中間テスト，ＰＴＡ総会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊連休前後，中間テスト前後の指導とフォロー

	
	· 受験勉強とはどうすることかわからないと，どうしたいいかと焦るばかり
で空回りする。連休のすごし方，定期テストの重要性の意義づけ・動機づ
けを一斉に指導する一方，軌道に乗れない生徒については，個々の状況（
希望進路，学力，学習習慣，家庭の事情など）に即して，‘何を，どのﾚﾍﾞ
ﾙまで，いつまでに，どうする’など行動に移すための指針を導く個別指導
を行う。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· ‘学力をつけることが進路実現のための必要条件’という当然のことを受
　け入れさせる指導を行い，ひたすら勉強するように導いていく。
　→クラス担任，教科担任が連携して雰囲気づくりをすることが重要である。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 定期テストで成果を出させて自信を持たせる指導を行う。
→模試には，なかなか努力の成果が出にくい。小テスト，定期テストなど
　での動きを察知して励まし，やる気を引き出していくのは，クラス担任
　のスキルである。
→「予習・授業・復習・定期テスト」が入試学力の基礎固めになり，ｾﾝﾀｰ
　試験合格得点力養成のサイクルになる。‘模試ができること’‘予備校
　に行くこと’が受験勉強，‘模試ができない→自信喪失’，というよう
　な悪い回路に落ち込まないようにする。
· 学力を得点力に転化することで，入試実戦力が養成されていく。そのため，
実戦的な予復習，定期テストの受け方を指導するのが，受験学年のクラス
担任の仕事となる。
→予習は，模試や入試の予行練習である。既習の知識を総動員して，未見
　の文を読解したり，ｵﾘｼﾞﾅﾙな問題を解くのが入試，模試であり，それは
　予習で培われる力である。
→復習は学力を蓄える行為であり，定期テスト準備は学力を得点化する行
　為である。習ったことを整理して頭に蓄え，学力を得点化するためにｱｳ
　ﾄﾌﾟｯﾄする。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『あっという間に５月。この調子だと，いろんなことをやり残したまま，す
ぐに夏休みが来ちゃうんじゃないだろうか。予習復習，宿題課題で精いっ
ぱいだ。中間テストは入試科目には力が入るけど，関係ない科目はやる気
にならないなぁ。６月には，校内模試，進研模試とテストが目白押しだ。
受験勉強っていつやればいいんだろうか。あせってるばっかりで，結局，
何にもできていない。困ったなぁ。』


６　月                                                    〔３学年〕
            　　　　　　　　【進路講演会，校内模試，進研模試，体育大会など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊受験の態勢へとドライブをかける時期

	
	· 部活動を続けてきた生徒が引退する。卒業生の入試結果分析などの進路資
料ができあがる。校内模試，進研模試が実施される。など， 受験の態勢へ
とドライブがかかっていく。
· 処世訓や人生論など，‘心の杖’となる精神論的な励ましが，くさみなく
　受け止められるようになる。夢を実現するためにがんばり抜く大切さなど，
‘受験を通じて人間的に成長させる’指導ができる状況になっていく。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 第一志望大学選択が迫られるなかで，「進路選択は人生の選択」というこ
とが真実味を増してくる。進路指導が「生き方指導」になり，目標実現の
ためにがんばり抜かせる指導になっていく。
· ‘広い視野から選択’とは言っても，生徒には自ずから限界がある。第一
志望大に凝り固まって，そこから抜け出られない生徒がいる（←相当の学
力があれば良いこと，とも言えるが・・）。
→生徒の進路を生かせる複数の大学・学部学科の中身出口情報，入試科目
· 配点，出題の特徴などを，クラス担任は研究しておく必要がある。こ
の情報を持って，模試後の志望大学選択の面談において代案を提示する
ことができる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 受験勉強の節目は模試である。
→範囲のない（全範囲の）入試に向けて受験勉強をする。そのため，範囲
　を限定した定期テストの準備＆復習で学力を積み上げていき，模試で合
　格学力の測定をしつつ合格学力をつけていく。
→模試の‘準備→受験→復習→準備→受験’のサイクルで，合格学力がつ
　いていく。
· 模試は弱点発見に使うものとも言え，できなかったところが‘宝の山’
なのである。
· テストを受験することでなく，準備・復習することで学力がつく。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『模試の数が増えてきた。校内模試での面談で「このままじゃ厳しいぞ」っ
て言われちゃった。現実に合わせて，大学を変えなくっちゃいけないんだ
ろうか。ランクを下げた大学について，「その大学出て就職はどうなんで
すか」って聞いたら先生，答えられなかった。「その大学じゃ，地理で受
けられないんですが」と言ったら「ああそうか」だけだった。なんだか頼
りないなぁ。「ランキングで難しい」ということだったら，面談してもら
わなくってもわかるんだけどなぁ。』


７　月                                                    〔３学年〕
【期末テスト，判定会議，進研模試，生徒・保護者面談，水泳大会，終業式，補習など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊‘入試の天王山’の夏への態勢づくり

	
	· 期末テスト後，夏にかける意欲が高まる。一斉指導でのムードづくりとと
もに，生徒一人ひとりとのきめ細かな面談と方向づけが必要である。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 校内データ，６月進研模試などのデータをもとに判定会議を行う。多くの
先生方からの助言を得ての判定をもとに，生徒面談，保護者面談を行う。
· 第一志望大は，夏休みでの伸びを折り込んだ，がんばれる目標となる大学
とする。難易度的にチャレンジできる大学であり，学部学科の中身，ｷｬﾝﾊﾟ
ｽﾗｲﾌから見てあこがれをかき立てられる大学であるのがベストである。
○第一志望大学が推薦入試も実施する場合，試験内容も含めて研究させる。
→推薦入試は，第一志望大で実施している場合にのみ活用するのが原則。
　　生徒の本音を引き出し，本音を把握して，進路指導を行う。
→生徒の本音とずれた，先生の意向に合わせただけの志望大での面談をし
　ている場合には，進路指導が成立しなくなる。生徒の一生にかかわるこ
　とであり，生徒の本音を的確に把握しなければならない。
→保護者の願いの大学と本人の志望が異なっていたり，担任の意向の大学
　と異なっていることがある。クラス担任の生徒を思う気持ち，生徒理解，
　進路についての見識が問われるのが，３学年での保護者懇談の怖さであ
　り，醍醐味である。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 計画の立て方を指導して学習計画を立てさせ，計画案について生徒ととも
に点検する。
· ‘最低限これだけは絶対にやる’ことを具体的に決め，やり切ることが
できる計画を立てさせる。
· ‘苦しみを味わう’計画にさせ，「あれだけの時間かけてやったのだか
ら，ここでくじけたら水の泡になる」というように言うほどに実行でき
れば成功である。合格に向けてがんばって粘れる力がつけば，夏にやり
残しがあっても大丈夫である。２学期に結果が出ない時に「やらなかっ
たからしようがない」などと言い訳できる状態であれば，入試に向けて
淡白になってしまい結局は失敗してしまうか，入れる大学に落ち着いて
しまいがちになる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『準備不十分なままに期末テストを受けちゃった。進研模試マーク試験で判
定がかえってきたけど，第一志望大はＤ判定だった。どうしよう。今度は
進研模試の記述がある。記述での勉強でｾﾝﾀｰ試験での力もつくって，先生
が言ってたなぁ。今までのテスト見直して，進研模試を受けよう。』


８　月                                                    〔３学年〕
           　　　　　　　　　　　　　【夏休み，登校日，補習，実戦模試など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊‘本格的な受験勉強’を試行する月

	
	· ‘本格的な受験勉強’を試行する月となる。実行してみるとやるべきこと
の多さに圧倒され，思い通りに実行できない。
· 登校日を設けて個人面談をする，自宅に電話をかけて刺激づけする，など
の工夫をして，計画の遂行（または修正して実行）の手助けをすることも
考えられる。
· 東大，京大などの超難関大の生徒にとって，駿台予備学校の実戦模試が大
きな節目になる。二次試験の出題内容に特異性があり，要求学力が高い大
学ほど，ｾﾝﾀｰ試験対応学力・全国模試での記述学力でのＢ判定以上学力を
早期につけ，入試形式・難度対応の学習を開始する必要がある。
· 『過去問』そのものを解答するのはｾﾝﾀｰ試験後，という指導が多い。
ただし，『過去問』は解かないが読んでおく必要はある。出題形式の特
徴，要求学力の内容については知っておき，それに備えた学力養成をし
ておく必要がある。
→今春合格した先輩による相談会実施，などは有効な手法である。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 進学動機，大学選択の動機が明確で，大学で学びたいこと，ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌなど
に対する憧れが強いほどがんばれる。時間的に可能であれば，ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟ
ｽへの参加，見学などで，進学後の大学生活のイメージを描き，やる気を高
める，なども１つの手法である。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 受験勉強の折り返しの月になる。夏休みまでは，基礎学力の養成などの目
標設定で学習できる。しかし，９月以降になると，‘残された時間’での
有効な学習法が必要になってくる。
· 補習の長さによっては，生徒の自由裁量の時間はあまりない。そのため，
計画の消化不良のまま，補習が始まってしまう生徒も出てくる。そして，
補習の予習不十分で，補習も未消化になる生徒もいる。
→受験には精神的な戦いがつきもので，直前になればなるほど，精神的な
　バックアップがクラス担任の主要な仕事になる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『夏休みが天王山ということでがんばっている。やる気まんまんでスタート
したのに，なんと誘惑の多いことか。眠気がひんぱんに襲ってくる。ｸｰﾗｰ
でなんとなく体調が良くないし，ｱｲｽ，ｼﾞｭｰｽの食べ過ぎ，飲みすぎで腹の
具合も良くない。学校とか，図書館を使うといいって聞かされていたけど，
やっぱり自宅じゃだめだなぁ。電話したら，あいつは学校に行っていると
いう。切りかえて，学校でやってみようかなぁ。』


９　月                                                    〔３学年〕
               　　　 【始業式，学校祭，校内模試，志望大学・学部学科調査など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊受験本番を意識して学習する，受験学年後半のスタート

	
	· 夏休みのやり残しを，校内模試，進研模試を節目にしてやり切る月になる。
· ‘受験本番を意識した学習’のスタートになる。精神面を支えるメンタル
指導が，クラス担任の主要な仕事になっていく。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 第一志望大に推薦入試がある場合に，推薦入試を積極的に活用する。
＝大学・学部学科の選択理由を再度明らかにする機会になる。
· 校内模試後，クラス担任は，志望大学・学部学科の調査にもとづき， 難易
度や入試配点などとつき合わせつつ，生徒の合格可能性を判断する。
→この作業を通じて，クラス担任ははじめて，大学の入試科目・配点，難
　易度を覚えることができる。進学指導においては，資料を見なくても，
　たとえば清掃監督時に相談されても，ある程度答えられるようにしなけ
　れば，必死にがんばっている生徒の信頼を得ることができない。
→さらに，生徒の志望大学の変更，併願大学の提案を生徒にする際には，
　学部学科の内容などを研究しておかなければならない。この研究を通じ
　て，進学指導のスキルが向上していく。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 直前に近づくほど，基礎固めが重要になる。「センター試験まで130日，
私大まで150日もある」というスタンスで，基礎固めを怠らないようにリ
―ドする。→授業重視，定期テスト重視の姿勢を，最後まで変えない。
· 限られた時間を，どれだけ効果的に使うかが，学習指導の中心になる。
→『過去問』から見た入試傾向，入試科目の配点が，学習の優先順位づけ
の基本になる。もちろん，『過去問』は過去の問題でしかないので，全
般的な学習をし続ける必要がある。定期テスト，進研模試（５教科記述）
が，全般にわたる学力養成の核になる。
· 学力を合格学力へと転化していく学習指導を行う。
→得意を伸ばして得点源を育て，‘できるところ’を確実にすることを反
　復して，得点源をたえずメンテナンスする。
→‘できるところ’と‘できないところ’をはっきりさせ，‘できないと
　ころ’をできるようにしていく。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『とうとう２学期が始まっちゃった。校内模試で夏の成果を出すんだ。それ
までに，夏にやり残したことをやり抜こう。だけど，残暑がきついなぁ。
つい，うとうとしちゃう。みんなの顔つきが，受験生っていう雰囲気にな
ってきた。やるしかない。夏にあれだけのことをやったんだから，絶対に
成果を出さなくっちゃ。貴重な青春を受験にささげたんだから。』


10　月                                                    〔３学年〕
     　【進研模試，中間テスト，ｵｰﾌﾟﾝ模試，私大推薦入試出願，ｾﾝﾀｰ試験出願など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊入試本番３か月前

	
	· 私大の推薦入試出願，センター試験出願があり，受験の緊張感が否応なし
に高まる。覚悟させて，今のやり方を信じてやり抜かせることが肝心であ
る。その確信を支えるのが，クラス担任の仕事になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 併願大学選択のしかたを指導する。学力だけでなく，学部学科の中身など
も踏まえて慎重に選択させる。第一志望大学に合格するための組み立てで
あり，第一志望大不合格の時には進学する大学である。
· 国私併願の時の私立大について，その併願私大の決め方についても指導す
る。大学の決め方は，生徒はもちろん初体験なので，こと細かに指導しな
ければならない。受験の宿，交通の手配のしかたなども同様である。
· 学校としての方針のもと，推薦入試出願を行う。推薦入試出願大学は，原
　則として，一般入試での第一志望大学となる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· プレッシャーがかかる中で，「今のやり方で本当にだいじょうぶだろうか」
など，不安が高まる。心の持ち方についてクラスで話し，個々に声をかけ
るなどの，きめ細かい指導が必要になる。
· 生徒には一般論ではなく，生徒に即した具体的で実践できるアドバイスを
行う。
· 合否への影響度，入試傾向などを基準に，やるべきことを重点化する。
· 模試について，その受け方を指導する。たとえば，
· 模試は弱点を発見するために行う。明らかになった弱点をつぶしてい
くのが実戦的な学習法になる。
· 判定や答案から学力ｷﾞｬｯﾌﾟを確認し，次への具体的な学習行動につい
て，生徒とともに確認するような面談を行う。
· 志望大を決めたら，模試で志望校変更するのではなく，模試を踏み台
にして志望大を突破することが大切である。など。
· ｵｰﾌﾟﾝ模試の受験申し込みの前に，模試ラッシュでリズムを崩すことがない
ように指導する。‘模試は準備と復習で学力向上する’ことを原則に，模
試受験をさせる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『緊張感はあるし，やるしかないって覚悟してやっている。だけど，本当に
伸びてるんだろうか。模試にかけたけど，できがよくなかった。推薦に出
願したのもいる。弱気になると，どんどん不安になっていく。判定では厳
しいけど，第一志望は絶対に譲らないぞ。部活でいっしょだった人も，こ
こにきてやっているようだ。大変なのは自分だけじゃないんだ。』


11　月                                                    〔３学年〕
   　　　　　【校内模試，進研模試，ｵｰﾌﾟﾝ模試，国公私大推薦入試出願・発表など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊模試ラッシュ／あせり，不安，動揺の時期

	
	· 推薦入試，あいつぐ模試。宿泊手配，募集要項取り寄せ，などがあり，ど
うしても浮き足立ってしまいがちになる。センターと二次対策のしかた，
私大併願と準備のしかた，宿泊手配のしかた，など，あせり，不安の時期
ほど，手順やしかたの丁寧な指導が安心させるための重要な指導になる。
· あせり，不安，動揺の時期。この時期に頼られる担任になれるかどうかの
差は大きい。この時期に培った信頼感が，担任と生徒との一生の絆になる。
個人面談，声かけ，推薦入試受験前後のケアなどのメンタルケアが，担任
指導の核になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 模試結果によっては，これまで考えてもみなかった大学を第一志望大にし
たり，併願大学が変わったり，学部学科が変わったりすることがある。こ
の時期は，大学・学部学科の中身出口情報を，今まで以上に真剣に研究し
直す時期になる。
　

	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 推薦入試で不合格になる生徒が出てくる。推薦入試受験後に直ちに一般入
　試に向けた指導をしておけば，推薦入試不合格後の立ち直りが早くなる。
· 実戦的な学習指導を行う。たとえば，
· 模試問題の復習が，追い込み期の学習に威力を発揮する。それは，一定
時間考え抜いた問題なので，印象が深く覚えやすい。
· 模試で間違った問題，できなかった問題は，宝の山である。これをやれ
ば，追い込み期の弱点克服と学力向上に直結する。
· 論述問題は，先生の添削指導で学力がつく。
· 解ける問題を確実に得点化するのが受験であり，到底解けない問題を見
抜くのも実力である。模試や『過去問』演習は，自分が到底解けない問
題を見抜く力をつけるためでもある。など。
· 大学ごとに‘合格のストーリー’が異なる。生徒の受験大学に応じた学習
指導ができれば，生徒を合格へと押し上げる有力なクラス担任指導となる。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『模試が毎週のようにある。振り回されている感じだ。マーク対策と二次対
策とがちぐはぐになっている。オープン模試の出来はさんざんだった。第
一志望大は，センターではどうにかなりそうだけど，二次試験問題は難し
くて点がとれそうにない。併願大には行きたくないし…・。これからどう
したらいいのか混乱している。募集要項の取り寄せはどうしよう，受験の
宿を予約したけど，出願が変わったらどうすればいいんだろう。』


12　月                                                    〔３学年〕
　　【期末テスト，推薦入試出願・発表，全体集会，生徒面談，保護者懇談，補習など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊センター試験１か月前

	
	· センター試験１か月前。直前になり，不安がったりしているどころではな
い雰囲気になり，そのような雰囲気づくりがポイントになる。
· 受験直前になり，プラス思考で考え，「最後の最後までやり切れば合格」
や，「現役は最後の最後まで伸び続ける」などの，‘受験の格言’をメッ
セージとして生徒に発信する。
· きちんと登校する，清掃する，など当たり前のことをやることが大切であ
る。クラス担任は，平常心を保たせる工夫を行う。
· 一般入試に向かう生徒の雰囲気づくりに，推薦入試合格者，推薦入試出願
者，推薦入試不合格者の指導が大切である。この指導は，特に学年団での
コンセンサスが必要になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· センター試験後に，個別試験出願大，私大出願大が変更になる生徒がいる。
生徒は直前の勉強で，頭がいっぱいになっている。クラス担任は，変更が
予想できる大学について，その妥当性，大学の中身出口について研究して
おき，センター試験後の面談に備えておくことが大切である。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	以下のようなアドバイスなどがなされる。
· 直前の追い込み期は，最後の最後まで伸び続ける。
・信じること／絶対に合格できると信じる。
・基本に立ち返り，繰り返すこと
／新しいものには手を出さず，できるものを確実にする。
・最後の最後まであきらめず，がんばり抜く。
· センター試験は，これからの追い込みが勝負である。
・センター試験の時間に合わせて『過去問』を解き，間違った問題を反復
して完璧にする。
・正解以外の選択肢がなぜ正解にならないのか，正解についてはなぜ正解
なのか考えながら学習する。
· 私大専願者は『過去問』を解き，そのために必要な学力養成を行う。
· 『過去問』の中の頻出問題に取り組む。あくまでも過去出題の問題であ
り，本番では出題傾向が変わることもある。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『入試まであとわずか。模試の結果がぞくぞくと返ってくる。受験大学が決
まり，宿泊も決まって，あとは開き直ってやるしかない。先月からすれば，
だいぶ落ち着いて勉強するようになった。だけど，真夜中に勉強していて
不安になることもある。毎日毎日，やれることをやり切って行こう。』


１　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔３学年〕
          　　　　　【始業式，ｾﾝﾀｰ試験，国公立大個別試験出願，私大出願など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊進路の最終決定／国公立大個別試験，私大出願

	
	· センター試験本番，自己採点後の個別試験出願，私大出願，宿泊場所の確
定が重なりあわただしい。クラス担任は，出願指導，学習の方向づけなど
一人ひとりに対して，きめ細かい指導をする月になる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 出願をする。進路の最終決定の場面になり，もちろん生徒自身が決断する
ことではあるが，あわただしさの中でドタバタと出願先が決まらないよう
にする。もちろん，生徒にまかせるという名のもとに放任しないようにす
る。センター試験後の緊張状態の時期に，冷静に見て整理してやれるのは
クラス担任である。
· センター結果で出願大学，学部学科を変更する時には，中身や出口の情報，
入試日程，出題内容の確認，家庭の事情などを総合して，生徒とともに考
えて最終決定する。
　

	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 各大学の特徴に即し，合格までの学習スケジュールを立てる。
→第一志望大本番で最高のコンディションになるようにする。
· はじめて（しかも最後）の大学受験体験である。スケジュールを立て
ることが，シミュレーションとなりイメージトレーニングとなる。
· 第一志望大受験までの併願大入試は，‘模試’でもある。試験の準備，
復習で次の入試に向かうことを繰り返しながら力をつけていく。この
ような視点で，進学してもいい併願，受験するのみの併願大を考える
と，戦略的併願となる。
· センター試験後，できるだけ早く，二次・私大対応に切りかえる。
→センター試験後，個別試験まで３０日余ある。センター試験までの学習
　で基礎力をつける。これからの３０日余には，本番直前の必死さがある。
　この時期には急激に学力が向上し，合否を左右する期間となる。
· 『過去問』を軸にした学習が，直前の受験勉強である。
→論述問題については，個別の添削指導が効果的である。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『いよいよ勝負の時が来た。もちろん，いくつかやり残していることがある。
もう少しがんばっておくべきだった，と思うこともある。でも，開き直っ
てやるしかない。なるようになるさ。センター試験が終わると，出願があ
り，そして，私大入試がある。ひとりでホテルに泊ったり，知らない土地
に出かけたりして，そんなことでのとまどいがある。ここまで来たら，も
う，体力，気力の勝負だ。かぜをひかないようにしようーっと。』


２　月                                                    〔３学年〕
             　　　　　　　　　【私大入試，特別補習，国公立大個別試験など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊入試たけなわ／私大，国公立大入試

	
	· 生徒の入試スケジュールを把握し，個々の入試結果のフォローを行う。
→生徒一人ひとりの入試日，発表日，手続き締め切り日などのスケジュー
　ルを一覧表にする。国立大推薦入試，二段階選抜，私大での合否結果に
　対する，きめ細かいケアを行う。
→不合格後の精神的なバックアップと，次への励ましがクラス担任の仕事
　となる。

	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 国公立大学までに本人の期待以上の私大入試で合格すると，入学金をおさ
めることも重なり，結局，第一志望にしていた国公立大受験をしない生徒
が出てくる（特に，センター試験失敗で難易度を下げる志望校変更をした
場合）。この時に，大学・学部学科の中身，ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ，就職などで，国公立大を決めていれば，最後まで受験させる指導に説得力が出てくる。
· 浪人についての相談を受ける。予備校についての情報を整理して，相談に
対応する必要がある。失敗した生徒にどれだけの励ましができたかが，卒
業後の担任との絆の強さとなり，担任の仕事の冥利を味わうことになる。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	以下のような指導がなされる。
· 併願大の入試を通じて，実戦力養成をしていく。
→‘入試準備・受験・反省・次の入試準備’と受験していくが，その際に，
　本命としている第一志望大の準備になるようにする。併願大での受験で
　『過去問』での傾向対策学習のかたよりを補うこともできる。
· 現役は，最後の最後まで伸びる。
→過ぎ去った入試は運否天賦。次の入試に向かって全力を注ぐ。
· 論述問題は，『過去問』や予想問題を解いて，先生から添削指導を受ける。
· 後期日程には，前期試験が終わったら直ちに取り組む。小論文など科目数
が少なく，前期終了後の２週間でかなりのことができる．
→生徒は前期までで疲れ切ってしまう。担任が電話などで激励するなど，
　直接に働きかけなければ動きが鈍い。後期日程の母集団は揺れ動くので，
　最後までがんばれば，予想外の成果が出る試験である。


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『センター試験では目標点に達しなかった。けど，二次逆転を信じて志望は
変えなかった。まだ３週間もある。授業はなくなったけど，ペースを崩さ
ないために登校しよう。これまであんなにがんばったのだから，ここでく
じけたら何にもならない。最初の私大受験がすぐだ。受験本番なので模試
以上に実力がつくって言われた。思いっきりやろうっと。』


３　月                                                    〔３学年〕
　　　【卒業式，前期発表，中期・後期日程試験，私大二期募集，国立二次募集など】
	時期の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	＊卒業／それぞれの進路での，新しいスタート

	
	· それぞれの高校３年間を区切る卒業式がある。推薦入試，私大入試などで
進路が決まった者，これからの発表を待つ者，中期後期の入試にかける者，
浪人を決めた者などがいる。


	進路
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 後期日程，私大二期募集，国立二次募集は，第一志望が実現しなかった者
が取り組む入試である。気落ちしている者を励まし，最後までがんばり抜
かせる。この時期の担任からのことばは生涯残るものとなり，生徒との絆
となる。予備校の選択の相談など，最後まで生徒をバックアップし続ける。
· 私大二期募集，国立二次募集，４月入試について情報を提供し，大学・学
部学科の中身・出口を考慮したうえで，本人に出願を打診する。


	学習
指導の
ﾎﾟｲﾝﾄ
	· 後期日程は入試終了まで母集団が変動し，思いがけない結果を生む。やれ
る限りの準備をする。
＊教科や小論文がある場合の対策


	生徒の
内面の
動き
（例）
	『卒業式が終わった。３年間が，あーっと言う間に走り去ってしまった感じ
だ。勉強勉強って追われていたけど，部活やいろんな行事があって，それ
なりに充実していたような気がするなぁ。国立の発表が１週間後だ。後期
は小論文だけだ。あと１０日間書きまくって添削してもらおう。予備校も
気になるなぁ。進路室に資料があるから，もらっておこう。』














高校前半／高１・高２の１学期�
　　　　　夏休み�
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高校後半／高２の９月から…・入試を意識した指導，学習スタート�
�









PAGE  
2

